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茨城県霞ヶ浦の過去約500年間の環境変遷

Environmental history of Lake Kasumigaura during the last 600 years
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　霞ケ浦の湖心域で採取した柱状試料について，粒度測定および全炭素・全窒素・全硫黄濃度測定を行い，霞

ケ浦の水域環境変遷史を過去約500年間について検討した．年代指標として1783年（天明3年）噴出の浅間

Aテフラおよび1707年（宝永4年）噴出の富士宝永テフラおよび補助的指標としてヤマトシジミ層準を用い

た．粒度測定や元素分析の結果から，富士宝永テフラ降下時までに水域の閉鎖性がかなり進行し，浅間Aテフ

ラ降下後に閉鎖性が急激に進行したことが明らかになった．従来の研究結果では，時間分解能が低かったた

め，浅間Ａテフラ降下後に閉鎖性の進行は徐々に進行したと考えられていたが，今回の研究の結果，その変化

は非常に急激であったことが明らかとなった．その原因として富士宝永や浅間A降下後に利根川流域でテフラ

起源の砕屑物の供給量が増加し，霞ケ浦の外洋に近い湖尻域の埋め立てが急激に進行し，利根川筋・常陸利根

川筋を通じた外洋との海水交換量が著しく減少したことが原因と考えられる．
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